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アラビア語チュニス方言のアスペク トを表示する前置詞

その統語的特徴と意味
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要 旨

本稿で はアラビア語チュニス方言の前置詞fi:-《～の中》を取 り上げ, この前置詞が動詞のアス

ペク トに関わる特殊な用法について,そ の統語的特徴 と意味的特徴 に関 して記述を行った。統

語的特徴 としては,こ のアスペク トを表示するfi:-が基本的には動詞未完了形 と直接 目的語 との

間に現れ ること,動 詞文ではな く名詞文的な否定形式をとること,自 動詞の補 語 とな る前置詞

句の前置詞 と交代す る場合があることなどを指摘 した。 またその意味的特徴には,動 詞が瞬間

的な動作を表す場合 には反復相 と習慣相 を,そ れ以外の動詞では継続相 と習慣相 を表 しうるこ

と,延 長 された り,誇 張 されている行為を表現する場合があ ること,ア スペク ト的fi:-に続 く名

詞の性質や数によって も文意が変わることがあ り,こ れらを踏 まえて,ア スペ ク トfi:-の もっ

とも基本的な意味は継続相 と反復相である と分析 した。 さらに,こ のアスペク ト的fi:-の文法的

範疇 について考察を行 い,前 置詞 としての働 きも保持 しなが らも,ア スペ ク ト標識 として文法

化 しつつある要素であると結論づけた。

1.導 入

1-1.対象となる言語

本稿が対象 とする言語はチュニジア共和国の首都,チ ュニスにおいて話され るアラビア語方

言であり,ア ラビア語西方言マグレブ方言に分類される(中 野19四:477・479)。 ただ しチュニ

ス方言 といっても,本 稿で取 り上げるのは,生 粋のチュニス住民が用いる伝統的な言語

(Singer1984)で も,チ ュニスのユダヤ人社会で用いられる言語(COhcm,D.1975)で もな く,

移住者を含むチュニスの住民全体が共通に用いる言語(コ イネー)(G㎞2009:563)で ある

(2004年のセンサス1によれば,チ ュニスの人口は983,861,大 チュニスと呼ばれるチュニス周

辺の3県,Ariana,BenArous,Manouhaを 含めると2247,792)。

1-2.音 韻

母 音 は 長 短 あ わ せ て 鴫 馬a:,i:,ur,oの7種(た だ し,o:が 借 用 語 に 現 れ る)。 子 音 は,b,帆 叫

mC,£ ち",dd9,n,r,F,O,6,δ ～s,或 ろ∫3,LFlk,gx,y,q,h,9,?,Uw,yの33種 。

:チ ュニ ジ ア 国立 統 計 院(http:〃www .ins.mattn)に よ る2004年 セ ンサ ス よ り。2012年7月27日 閲 覧 。
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1・3.文法のあらましと略号

語順はSVOも しくはVSO。 動詞には完了形,未 完了形,命 令形があり2,人 称 ・性 ・数(1

人称単数/複 数,2人 称単数/複 数,3人 称単数男性/単 数女性/複 数通性)に よって活用す

る3。名詞には男性名詞 と女性名詞があ り,単 複の区別がある。

なお,例 文の語釈などで用いる略号は次の通 り。

1,Z3:1人 称,2人 称,3人 称SG:単 数PL:複 数M:男 性F:女 性

AP:能 動分詞DEF:定 冠詞FA:ア スペクト的fi:-FI:イ ディオム的丘・

FL:場 所的fi:-FUT:未 来接辞PERF:完 了形IMPF:未 完了形

IMPR:命 令形NEG:否 定辞(も しくは否定構成要素)

1・4.資料

本 稿 で用 い る資 料 は,1998年 か ら2011年 まで の断 続 的 な現 地 調 査 に お いて 集 め られ た もので

あ る。 調 査 に協 力 して くだ さっ たWacelKrirさ ん(男 性,40代,チ ュニ ス 生 まれ)とTakalanea

LinguisticServices(hmPY/kNww,.曲cammノ)のFaroUkHcrziさ ん(男 性,30代,チ ュニ ジ ア 西 部

出身,チ ュ ニ ス在 住 歴17年)に 感 謝 を 申 し上 げ る。

な お,本 稿 で 扱 う例 文 の うち,末 尾 に ロー マ 数 字 とア ラ ビア数 字 が組 み 合 わ され て 記 され た

もの が あ る。 これ らは チ ュ ニ ス方 言 に よ る物 語集 ゐ肱 脚 躍誕 鶉㎞ 広・ 『アル ウ ィー の 物 語 集 』

(al-cArwi:,9Abdal-cazirz1989al-Daral-Tumisi:yali-NaJzTUnis)全4巻 の うち は じ めの2巻 か ら採 ら

れ た もので あ り,ロ ー マ数 字 は巻 数,ア ラ ビ ア数 字 は ペ ー ジ 数 を示 す。

2ア ラビア語 および諸方言 におけ る完 了形 と未完 了形 という2種 の動詞形 式の区別が アスペ ク ト的な もの

なのか どうか については議諭 があ り(Homsh2009:455),Eisele(2006:196)は,両 者 の区別がアスペ ク トと

いうよ りも,過 去 と非過 去(現 在 と未来)と い う時制 的なもので あ るとい う説 もあるこ とを紹介 してい

る。 その ため,こ の2つ の形式の呼称については,純 粋 に形態的 な観点か らのみ名付 け,名 称 にその意味

を反映 させ ない とい う立場 もあ る(Holes1995)。 とはいえ,本 稿で はアラ ビア語学の慣用 に従 う。 な

お,動 詞 を語彙 として提示す る場合 は,や は りアラビア語学の慣用 に従 い,完 了形3人 称単数男性形 を

もってす る。

3未 完了形 は動詞 の未完 了形語 幹に接 頭辞 と接尾辞が付 され るこ とで形成 され る。以下,未 完 了形 語幹を

Xと し,一 般 的な活用 お よび例 として動詞xras《 出る》の活用 を認す ⑫ はゼ ロ形式 を表す)。 母音Vの 音

価 は未完 了形 語幹に よって決 ま り,ま たXの 最初の音節が単子音で始 まる場合 には落 ちる。 さらに,未 完

了形語幹 が母音で終 わ る場合 にも複数において例外的 な活用形式 を とる。 なお,動 詞xra3の未完了形語幹

xru5・は,複 数形のすべてにおいて接尾 される長母音uの 存在 により短母音が落 ち,・n3・となる。

1人称

2人称

3人称男性

3人称女性

単 数

nV・X一 ②ln㎜3

tV-X・ のttUxru3

yV。X一 のノyuxru3

tV-X・ のノtuxru3

複 数

nV・X・u:hriuxr3u:

tV・X・u脚

yV・X・uYYuxr3u:(通 性)
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2.本 稿で取り扱う言語現象

本稿で取 り上げるのは,前 置詞fi:・4《～の中に》が他動詞の直接目的語に前置されアスペク

ト表示 として用 いられる以下のような現象である。

(1)yakDlkuSksi:.

食 べ るIMF3SG.Mク ス クス

「彼 は クス クス(料 理 の 名 前)を 食 べ る。 」

(2)ya血1f侮1-kusksi:.

食 べ るIMPF3SGMFA-DEF一 クス クス

「彼 は クス クス を食 べ て い る。 」

本稿では,(2)に 見られるように動詞アスペク トに影響を与えるこの前置詞をアスペク ト的fi=。

(語釈ではFAと する),こ の用法をfi:一のアスペクト的用法,そ してこのアスペクト的fi:一が現

れている構文をアスペク ト的∬:一構文 と呼ぴ,こ の現象の統語的 ・意味的な記述および分析を行

う5。

3.先 行 研 究

前 置 詞 丘一の アス ペ ク ト的 用 法 は,北 ア フ リカ の さ まざ まな ア ラ ビ ア語 方 言 に お いて 報 告 され

て お り,マ グ レ ブ方 言 全 体 に見 られ る現 象 と考 え る こ とが で き る(M麟Ph19η:217)。 ま

ず チ ュニ ジ ア国 内 を見 る と,チ ュニ ス 方 言(Singer1988:624,(五 ㎞2009:569),チ ュニ ス の ユ

ダ ヤ 人 方 言(Cdhen,D.1975:136,248づ249),チ ュニ ジ ア中 部 の タ クル ー ナ方 言(M禦sct(述ga

1959:3080.30sa),チ ュ ニ ジ ア 第3の 都 市 で あ るス ー一サ方 言(Talmoudi1981:39,nlo)が 挙 げ ら

れ る(と はい え,チ ュ ニ ジ ア南 部 の 遊 牧 民 の ア ラ ビ ア語 方 言 の 記述 したBods1958:475476に

は,そ の 報 告 が 見 え な い)。

また,チ ュニ ジ ア 以外 で は リビ アの 方 言(東 部 方 言 はOwens1984:133・135,200,ペ ン ガ シ 方

言 はPa11曲1943:253-254),ア ル ジ ェ リ アの 方 言(功i4i㎏ 班方 言 はMatpeis,]nh1956:511-51Z

Chenthell方 言 は(imKMenry1972:14第 ア ル ジ ェの ユ ダヤ 人 方 言 は(bhen,M1912:253),モ ロ ッ

4前 置詞五:・は文語の正書法 な らびに方 言で一般的に流布 して いる書 記法にお いて は,人 称辞が接辞 され る

場合 以外は分か ち書 きされ る。 しか しなが ら,こ の前置詞は,他 の い くつか の前置詞 と同様,単 独で使用

され ることがな いため,接 辞 と して扱 う。

s本 稿 は,2㎜ 年6月 のAFLANG研 究会(ア ジア ・アフリカ言語文化研 究所)で の 口頭 発表 および第142回

日本 言語学会大会で の口頭 発表 「アラビア語チ ュニス方言の アスペ ク トを表示 す る前置詞 」(熊 切

2011a)を 発展 させ た もので ある。 口頭発表 において有益な コメ ン トを くだ さった方々 および本稿 を査読

して くだ さった方 々に感 謝を申 し上 げる。

6fi:について述 べた箇所 に は記載 されて いないが,巻 末のテキス トにはアスペ ク ト的fi:が見 られ る くibid=

188)。on・na:si]㎞:nuyi"orbufelqa:hwa...(1esgenssontentraindebOire!ecafe...)(強 調 は筆者 による)。
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コの方言(Hatrell2004:209),モ ーリタニアのハ ッサーニーヤ ・アラビア語方言(Cd隅n

1963:216)で 報告されている。

一方,マ グレブ方言に近隣するマルタ語7,ま たエジプ ト以東の諸方言では,こ うしたアス

ペクト的fi:・は報告されていないようである。古典アラビア語,現 代標準アラビア語にも同様 に

存在 しない8。

このようにマグレブ方言のひとつの特徴 ともいえるアスペクト的五:一ではある帆 マグレブ方

言の中でもその用法には違いがある。特に,チ ュニス方言では,Mion(20α りの指摘するように

この用法が他の方言 よりも発達 してお り,独 自に取 り上げるに値す るものである。

アスペクト的丘:・に関するこれ らの先行研究において,統 語的 ・意味的に十分記述 したものは

ないようである。 もっとも,チ ュニジアのタクルーナ方言(M躍sctG甫ga1959:30803082)

の記述の精密さ,そ して リビア東部方言(Owαls1984:133。135,200)で の統語的観点か らの記

述は特筆すべきものである。本稿ではこれらの先行研究を踏まえて,ア スペクト的五:一の用法の

全体を検討する。

4.ア スペク ト的用法以外の前置詞fi:・の用法

本論に入る前に,前 置詞丘:・帆 アスペク ト的用法以外にどのように使われているかを概観す

る。

前置詞fi:一は,古 典アラビア語,現 代標準アラビア語および多 くの方言で用いられている。 そ

の基本的な意味は空間に関わるもの(locadw)で あり,通 常 《～の中》 と訳すことができる。

以下に挙げるのはチュニス方言の例である。

(3)maemm=「6arwlafglbiz

NEGe存 在 の 副 詞 ・NEG9机 ～ の 中 に一DEF一部 屋

「そ の 部 屋 の 中 に は机 は な い
。 」

さらに,こ のような空間的な意味が拡張されて,時 間や抽象物の内部を比喩的に表凱

(4)ma:-na=kgl・ 」「ha:3af…}-sg-s恥a:h・

NEG一 食 べ るIMPElSG・NEGも の ～ の 中 に 一DEF一 朝

「わ た し は 朝 は も の を 食 べ な い
。 」

7た だ し,後 段 の注25を 参照の こと。

8た だ し,『 千夜 一夜物語」 と中世のチュニジア人作家 による資料中に,こ のアスペク ト的fi:・が数例現れ るこ

とをM姻scK殖g3(1959:3081)は 指摘 している。

9厳 密 にいえば,無 標の否定形式 の後部要素 として現れ る」1ま,否定辞ではない。
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(5)humafi:-9eq1-x.

彼 ～ の 中 に一理 性 ・3SGM

「彼 は理 性 的 だ
。 」

(Ofma:-fi:-h「faYdap41ziO

NEG-～ の 中 に あ る一3SGM-NEG利 益

「そ れ(そ の 事 柄)に 益 は な い
。 」

また,常 にこの前置詞を伴 って用いられる自動詞がある。ただ し,本 来的な場所的な意味と

の繋が りは必ず しも明 らかではない。

(7)ttinr:;3tfi:-taliha

見 るPEREISG～ の 中 に一テ レ ビ

「私 はテ レ ビ を見 た。 」

(8)ma:-raUtassobffi:-h

NEG一 感 嘆 す る㎜.1SG-NEG～ の 中 に・3SG」M

「わ た しは彼 に驚 か な い
。J

本稿では,(3)～ ⑤のように位置に関する用法の丘・を場所的丘:一(語釈ではFL),⑦,(8)の よ

うに自動詞 とともに慣用句 を形成するfi:一をイディオム的丘:。(語釈ではH)と 呼んで,ア スペク

ト的丘一と区別することにする。

5.ア スペクト的fi=・の意味

チュニスのユダヤ人方言を記述 したC6hen,D。(1975:248)に よれば このアスペク ト的fi:一は①

行為の継続性(進 行性),② 行為の反復性,③ 行為の習慣性 を表す という。意味に関 しては後

に詳細に検討するが,ひ とまずこれに従 う。①行為の継続性 に関 しては前掲の(2),② 行為の反

復性 に関 しては⑨,③ 行為の習慣性に関しては(10)(未 完了形曲1の 前に置かれた㎞tは 存在

の動詞kamの 完了形1人 称単数形で,こ こでは未完了形 を後続させて過去の未完了を表してい

る)を ご覧いただきたい。

(9)humaqa:gedi豊yaδ 亀国b五:口y駕.

彼 座 るAP.SG.M殴 るIMPE3SGMFA-ISG

「彼 はわ た しを 殴 り続 け て い る
。J(反 復)

10この ように,人 称辞 を接尾 され た前置詞が文の主要部 となって作 られ る前 置詞句文 につ いては,熊 切

(2009),熊 切(2010a)を 参照 されたい。

11この例 に現 れ る能動分詞qatcadに関 して は7-1で詳 しく述べる。
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(10)㎞t曲1fi:一 ㎞:胆q髄n㎝ 四己

あ るPERE.1SG食 べ るIMPEISGFA・ もの 前 に 寝 るIMPF.1SG

「わ た しは寝 る前 に何 か食 べ た もの だ
。 」(習 慣)

一方
,こ れに対 し,ア スペクト的fi:・のない未完了形が表示するのは,(1)に みられるような

「彼はクス クスを食ぺる(人 なので 提供しても大丈夫)」 という属性叙述
,も しくは④ にみ

られるような習慣性である。

6.ア スペク ト的fi=・の音形

アスペクト的fi:・は,場 所的 ・イディオム的丘一と音韻形態論的にまった く変わる点はない。母

音の前では長母音i:が落ち,f一となる。人称辞が接尾された ときの形式を次に挙げる(併 せて,

動詞に接尾される形式である対格人称接尾辞 も括弧内に記す。なお,2人 称単数 と3人 称男性

単数にはそれぞれ2種 の形式があるが,後 のものは母音に接尾 され る場合の形式である)。

1人称

2人 称

3人 称男性

3人 称女性

単 数

fi:-ya:(一m:)

fi:-k(oo」k)

fi:-h(-u:1」h)

fi:・ha:(-ha:)

複 数

丘一na:(-ma:)

fi:・㎞(㎞)

fi:一㎞(」hh)(通 性)

7.ア スペク ト伽:・の統語的特徴

ここではおもに統語的な観点からアスペクト的五:・の現れる環境について記述する。

7-1.未完了形 との共起

アスペク ト的丘・と共起できる動詞形は未完了形のみである。完了形12(11),命 令形(12)とは共

起できない13。

(11)yh麗zfo1・ka:s.ha1・ka:s.

持 ち 上 げ るIMP!F.3SGMFA・DEF・ コ ッ プ 詩 ち上 げ るPERF3SGMDEF・ コ ッ プ

12伝 統 的 なチ ュニ ス方 言(Singer1988:624) ,タ クル ー ナ方 言(Ma劇setGu窟ga1959:3080),モ ロ ッ コ

方 言(Harrell2004:209)な どで は 完 了 形 と共起 す る例 が 見 られ る。 また,タ ク ルー ナ方 言(Marpaiset

GuSga1959:3082)に は 能 動 分 詞 との 共 起 例 もあ る。

13未 完 了形 は ま た
,願 望 や 能 力 を表 す動 詞 の後 に置か れて動 詞連 統 を作 る。 この場 合 に も アスペ ク ト的fi:一は現

れ る こ とは ない 。

m⑳m副 鴨 」'nnqssrmna6hebfi:・k
～ で き るIMPEISG殴 るIMPF.1SG・2SG

「私 は君 を殴 る こ とが で きる」
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芦hazzfo1-ka:s.

「彼 は コ ップ を持 ち 上 げ て い る。/彼 は コ ップ を持 ち上 げた 。/(非 文4)」

(12)hukkygddgok!ノ*hUltkfi:鱒ygddg⇔ 廻

掻 く㎜2SG手 ・2SGFA一 手・2SG

「自分 の手 を掻 きな さい!/(非 文)」

能動分詞は性 と数で活用 し,行 為の進行もしくは結果を表 しIS,ア スペクト的fi:一の表す継続

性(進 行性)と も重なりあう。 しか しながら,こ の能動分詞(13)もまたアスペク ト的五:一と共起

することはない16。

nhobbnuSrubqahwa'nhabbnuSrubfi:一(lahwa
～ した い㎜1SG飲 む㎜1SGコ ー ヒー

「私 は コー ヒーが 飲 み た い」

nhobbOktUSrubqahwa.1血abb噸ktutrubfi:《1ahwa
～ した い ㎜1SG・2SG飲 むIMFF2SGコ ー ヒー

「私 は君 に コー ヒー を飲 ん で ほ しい 」

この 現 象 に は,動 詞 の ア ス ペ ク トの み な らず この 言 語 に お け る動 詞 の 法 体 系 も関 わ って お り,本 稿 の

議 論 の 範 囲 を超 え る た め,本 稿 で は扱 わ な い もの とす る。

14す で に述 べ た よ う に存在 の動 詞 ㎞nの 完 了形 を未 完 了形 の前 に 置 くこ とで 過 去 の未 完 了 を表 す こ とが で き

る。 同様 の 手立 てに よって,継 続 性 を表 す アスペ ク ト的仕構 文 も過 去 に す る こ とが で き る(つ ま り 「～ して い

た 」)。 後 の例(17)を 参 照 され たい 。

15進 行 を 表 す 例:a;na:m姉:1・ftansa

私 行 くAP.SG.M-・ 一に一フ ラ ンス 「私 は フ ラ ン ス に行 く と ころ だ 」

結 果 を表 す例:a:na:ma:kol.

私 食 べ るAP.SG.M「 私 は も う食 べ た(満 腹 だ)/寧 食 べ て い る」

ま た,能 動 分 詞 が 分 詞 と して よ り も名 詞 と して 用 い られ る場 合 も多 い。 】ka:tab《作 家(書 くAP.

SG.M)》,qa:ta1《 殺 人 者(殺 すAP.SG.M)》,ma:kla{食 ぺ 物(食 ぺ るAP.SG.F)》 な ど。

16し か し なが ら,筆 者 の資 料 で は 直 接 目的 語 を 取 る」'dd《 掴 む 》 が 完 了形 と能 動 分 詞 でfi:を 伴 う例 が あ

る。

xdgmt-i:皿 ・goコnar3aCnJ3dd

帰 るIMPEISG掴 むIMPF.1SG仕 事 一1SG「 帰 って仕 事 に就 こ う(文 字 通 りに は,自 分 の仕 事 を 掴 も う)。 」

ya:xi:Jaddfi=。ya:ma:-sayy3b.

結 局 掴 む.P駅F.3SG,MF-1SGNEG。 放 すPERF.3SG.M

「結 局
,彼 は 私 を 掴 ま えて,放 さ なか った 。 」

饗 難彼描獣PSGM鶏 謂 趨 鰹 で鍛qなるPE甑3SGM襲 聯 峨 驚 も隈3思GF
「そ して(2日 の間海 に浸 か りなが ら)彼 はその板を掴み続 け

,つ いには青 ざめ,骨 まで凍 って しまっ

た。」

もしもこの丘がアスペク ト的用 法な らば,非 常に例外的 といえ るが,し か しこれは 《掴 む》 な どの手 を

用 いる行為 を表す動詞がイ ディオム的fi:を伴 うこ とが 多い という事実(例 えば㎞bb…∫丘 《掴 む》,SankoJ

fi:《掴 む》,sallamfi:《 手放 す》)と 関連 づけて解釈 する ことがで きるか も しれ ない。つ ま り,saddが 具

体的 に手 で掴 む場合 にはイ ディオム的fi:を伴 い,最 初の例の ように比喩的 にチャンスな どを掴 む場合 には

直接 目的語 を取 る,と いう可能性 も考 えられ るので ある。
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(13)h㎜mClallOCl-ni:.!顯rh㎜mq昂 皿gq5:「yr.

彼 い らつ か せ るAP.SGM-ISGFA-ISG

「彼 は わ た しを い らつ かせ て い る
。/(非 文)J

また,未 来を表す接頭辞肱∫を伴 う未完了形(14)でもアスペク ト的fi:・は用いることができず

さらに未来接頭辞がな くても未来を表す副詞があるだけでも不適格 となる。

(14)yudWatz「ykadcSb笛 圏bi脚!梱wab可 軸b勉z画 胆

明日Fur巻 くIMPF3sGMDEF一 絨毯FA-DEF一 絨毯

伽dway㎞ 幼bf働 油 胆
「彼は明日絨毯を巻 くだろう。/(非 文)/(非 文)」

とはいえ,ア スペクト的fi:構文が未来時制で用いることができないというわけではない。存

在動詞kanの 未完了形を未完了形の前に置けば1未 来における継続を表すことが可能である。

(15)i:ξ蹴dmfi:1-il,(Ptrwamgat■1-9afzhu㎜ykun

も しも 行 くIMPF2SG～ ～DEF一 喫茶 店 ～ に一DEF-10彼 あ る㎜3SGM

yrsmbfi:・qahwaYa:di:.

飲 むrm3SG.MFA一 コー ヒー あ そ こで

「10時に喫 茶 店 に行 けば1彼 は そ こで コー ヒー を飲 んで い る こ とで し ょ う」

一方,こ のアスペクト的fi:一がなければ常に非文 となる構文がある。それは動詞qcad《座る,

留まる》の能動分詞qa:90d,qa:9da,qecgdim(順に男性単数,女 性単数,通 性複数)に 動詞未完了

形が続き,「 ～ し続けている,～ しているJと いう意味を表す構文である(熊 切2009で これを

名詞文の一種である能動分詞文と分類 した)。

(16.ti)hurvvaqa:cedykurkab」[≒ 泌za1もi那L

彼 ～ して い るSG」M巻 くIMPF3SGMFA.DEF一 絨 毯

「彼 は絨 毯 を巻 いて い る
。 」

(16・b)零huuaqa:gedykadc)bz,zarbi:ya.

リビ ア東 部 方 言 を扱 うOwens(1984:134)は,こ の構 文 と と もに,動 詞 ㎞ 《あ る》 を用 い た 過

去 の継 続 を表 す 構 文 にお いて も,ア ス ペ ク ト的fi:一が 不可 欠 で あ る こ とを記 して い る。 だが,

チ ュ ニ ス方 言 で は必 ず しもそ うで は な い よ うだ。

(1η ・噂i皿:」:ち ㎞t曲1(fi:・)sun(lwiSfat

時 関 係 詞 来 るPERF2SGあ るPERF.1SG食 べ る㎜1SG.(FA-)サ ン ドイ ッチPL

「君 が きた と き
,私 はサ ン ドイ ッチ をた くさん 食 べ て い た と ころ だ っ た。 」

一44一



アラビア語 チュニス方言 のアスペ ク トを表示する前置詞― その統語的特徴 と意味―

また,以 下のように過去の習慣 を表す場合でも,ア スペクト的五:・はな くてもよい。

(18)噂 皿:」:ち ㎞t伽 曲1(fl-)sundwi:tSat

時 関 係 詞 来 るPERE2SGあ るPEREISGい っ も 食 べ るIMPE.1SG(FA-)サ ン ドイ ッチPL

「君 が き た と き
,私 は い つ もサ ン ドイ ッチ を食 べ て い た も のだ っ た。 」

7-2.否定における特徴

この言語においては,動 詞文(主 要部に動詞がある文)の 一般的な否定が動詞を㎜:一と{で

挟むことによって形成され るいっぽう(8),名 詞文(主 要部に動詞を含 まない文)はma:一 と一Jが

人称辞を挟んだ形式(例:3人 称単数男性は皿:一㎞:-S,1人 称単数はma:"㎡:-f。なお,3人 称単

数男性形 に由来するmuJが,た いていの場合,す べての人称の形式に取 って代わることができ

る)を 否定 される対象の前に置 くことで形成される(詳 しくは熊切2009参 照)。 アスペク ト的

丘構 文は,動 詞文 と見なすことがで きるにもかかわ らず 名詞文 と同じ否定形式を取 る((19)

の例。G㎞2009で も指摘あ り)。

(19)皿SYalStNNf'づ1・kU凪!㍉ 凹:・)UICbur・tfo1-kur`L

NEG遊 ぶIMPF3SGMFA・DEF・ ボ ール

「彼 らは サ ッカ ー して い ませ ん 。 」

いっぽう,一 般 的な否定を形成する皿 ・と抑 うち後者が現れない否定形式 「なにも～ない

(あるいは,だ れも～ない)」(20),あ るいは 「～ しかない」(21)では,ア スペクト的五:構文

は(22)と(23)のように動詞文 と同じ形式 となる。

(20)ma:一姐:th曲:負y.

NEG一 食 べ るPERF.1SG～ す ら な に も

「わ た しは な ん に も食 べ な か っ た
。 」

(21)fb-sg,」9Cba:hma:-kh:t㎞n】o肱

FLiDEF一 朝NEG一 食 べ るPERF.1SG～ だ け パ ン

「私 はパ ン しか 食 べ な か っ た
。 」

(22)ma・magmolfi:-hatta=fay,

NEG一 す るIMPF.1SGFA-～ す ら な に も

「わ た しは な ん に も して い な い。 」

(23)ma:-yaka1㎞ 皿 飾1弼 ㎞:.

NEG一 食 べ るIMEF3SGM～ だ けFA.DEF.ク ス クス

「彼 は クス クス だ け を食 べ続 けて い る
。 」
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否定を作 る後部要素一fOない(22)を,(M)の ように普通のアスペクト的丘一を用いた文の否定の

ようにma:一と一Jが人称辞を挟んだ形式で否定することも可能であるが,ど ちらかといえば(22)

のほうが普通のようである。

(24)ma:-ni:「 ∫magmglfi:●hatta:Say,

NEG-1SG-NEG

ここで,能 動分詞qatCOdが未完了形の前に置かれる場合をみてみると,す でに述ぺたように

この構文は名詞文の一種 と見なせるため,ア スペクト的五:一があろうとなかろうと名詞文 と同じ

否定形式が適用される((25)は アスペクト的fi:一がない例)。

(25)㎞mx6ixo暉a罪aコaha:6itka,魚:-kma:唖kず

も しも 取 るPERE2SGDEF一 飛 行 機 あの モ ダ リティ辞17-2SGNEG-2S(}・NEG

qa:gedtahld:mga:-ya:.

～ して い るAPSGM語 るIMPF2SG～ と一1SG

「あ の 飛 行機 に乗 って い た ら
,あ なた は 私 と話 して は い な い だ ろ う。 」

(26)㎞ ㎜1m1ずqatgedya㎞51丘:・hmillFa's・u:M-2gs]

彼NEG3SG.M～ して い るAP.SG.Mす るIMPF3SGMFA.3SGM～ か ら 頭 一3SG.M

「彼 は 自分 の 考 えで それ を して い るの で は な い
。 」

つが現れない否定形式(こ こでは 「だれにも～ない」)で は,ア スペクト的丘:一を含む文は次

の3つ の構文が可能だ という。

(27)mu∫qa:gad'ykallamfi:-hatta:had.

NEG3SGM～ して い るAP.SG.M～ に話 す ㎜3SGMFA・ ～ す ら 誰 に も

「彼 は誰 に も(電 話 で)話 して は いな い
。 」

(28)maga∫ady㎞ ㎞ 五:。h血had.

NEG・ ～ して い るAP.SGM

(29)qat9翻己matrykalhmfi:櫨.趾

NEG。 ～ に話 すIMPF3SG.M

なお否定 に関連 して付 け加えれば,《 もう～ しない》 という表現はmα4a:dr『(た だ し9atdは

活用する)を 動詞の前に置 くことで作 られるが これはアスペク ト的丘。とは共起 しない18。

17条 件文 の 主節 に 現 れ る この モ ダ リテ ィ辞 につ い て は熊 切(2010b ,2011b)を 参 照 され た い 。

18た だ し 《～ しか な い 》 とい う表 現 で,ma:-Cecd-fO否 定 後 部 要 素 」が 現 れ な い場 合 は そ の 限 りで は な い。

w・i:da・bi:hmec-9a:dySu:fillatfi尋 」6qa=m【H・106]

そ して・急 に も う～ しな い3SG.M見 るIMPE3S(}M～ しかFA・1)EF一 暗 闇

「す る と急 に暗 闇 しか見 え な くな っ た」
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(30)',ma:・・cadt-fna㎞lf韮 磁

も う～ しな い1SG食 ぺ るIMPElSGFA・DEF・ パ ン

7」3.動詞 との結 び つ き

ア スペ ク ト的 価:一は動 詞 の アス ペ ク トに 関 わ るが,統 語 的 に動 詞 に格 別 強 く結 合 して い るわ け

で は な く,通 常 の 前 置 詞 と同 じ よ う に疑 問 詞 と結 合 して 文 頭 に現 れ た り(31,32),動 詞 を 省 略 さ

れて 現 れ た り(32),動 詞 との 間 に疑 問標 識 前 置 詞句 を介 入 させ た り(33,34)す る こ とが で き

る。 な お,(31)と(34)で は ア スペ ク ト的fi:一が 場 所 的fi:・と共 存 して い る。

(31)faJkumtkalk皿tewvvaf/et-ta:li:fom?

FA一誰 話 すIMPF2SG今FレDEF一 電 話

「今 電 話 で 誰 に話 を して い るの?」

(32)A:f,eL.「(qatged)ta虫kbl?B:(nakbDfi:-kuSksi:.

FA・何(～ して い るSGM)食 ぺ るIMPF2SG(食 べ るIMPElSG)FA一 クス クス

A:「 な に食 べ て るの?」B:「 クス クス(食 べ て る)。 」

(33)yalgab-fi:fも1.ku:ra?

遊 ぶIMI1F3SGMiEdi問 標 識FA-DEF一 ボ ール

「彼 はサ ッ カー して い る?J

(34)皿ifmbf塾lqahrwafi:-Swayyatay.

飲 む ㎜.1SGFレDEF喫 茶 店FA一 少 量 一お 茶

「わ た しは喫 茶 店 で お茶 を 少 し飲 んで い ま 魂 」

ま た,直 接 目 的語 を並 べ る場 合 に は,ア スペ ク ト的 丘:一を伴 う目的 語 が 接 続 詞 に よって 並 列 さ

れ る場 合((35)の は じめ の2つ の アス ペ ク ト的fi:。)も あれ ば1そ うで は な い 場 合 もあ る((3019

と(38))。

(35)w・ymffi:丘 血k4く 騨 痂1w-fi:」haJc-S-fClurfat

そ して行 か せ るIMPF3SG.MFA一 そ の・DEF。キ ャ ラバ ンPLそ して ・FA・そ の。DEF一船PL

w-yrsoqfi:sl:yrw・y3ibfi:es【n-162】

そ して・輸 出 す るIMPF3SGMEA・ 商 品 そ して 持 って くるIMPF3SG」MFA・ 商 品

「そ して
,彼 は キ ャ ラバ ン と輸 送 船 を絶 えず送 り出 し,商 品 を輸 出 した り,輸 入 した りして い

る。 」

(36)kU皿barrhaASiffi:-bmalokyahkumb-isrn-u:

す ぺ て 土 地 置 くAP.SGMFL,3SGM王SG治 め るIMPF3SGM～ で.名 前」3SGM

19た だ し,こ の場合は慣用 的に 「ジズヤ とハ ラージュ」 と常 に並ぺ られて用 い られて いるためか もしれ な

い。(38)に ついて も同様 の事情が考 えられ る。
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wう胤螂 ・1u五 「ヨ・5呵aw≒b巴 俄3匹203]

そ して一払 う1MPE3SGM》 彼 にFA'D】 匡F一ジ ズ ヤ そ して一DEF』ハ ラー ジ ュ

「すべ て の土 地 に彼(ス ル タ ン)は 王 を置 き
,そ の王 は彼 の 名 前 で 支 配 し,彼 にジ ズ ヤ とハ

ラ ー ジ ュ(と も に税 の 名 前)を 払 って い る。 」

また,2重 に目的語を取 ることのできる動諏 蝕 《与える》ではこのアスペクト的丘・が両方

に現れることもある(た だし,こ の動詞においては,与 えられるモノが直接目的語,受 け手は

前置詞レで示されることもあ り,そ の場合にはこのレがアスペクト的五:一に交代 したとも考えられ

る。次節を参照のこと)。

(3乃h伽 血Jb【 。圃m㎞ 蜘 丘:抽

～ まで も 長DEF一 メ ディー ナ あ るPERF3SGM与 え るIMPF3SGMFA-3PL

f-is・smi'd【皿一1S9]

FA。DEF・ セモ リナ

「(あ ま りに も景 気 が 悪 いの で)メ ディー ナの 長 まで もが 彼 ら(職 人た ち)に セ モ リナ を与 え

て い た。 」

7」4.他の前置詞と交替するアスペクト的fi:・

動詞 と組になって用いられる前置詞ト《～に》や肱 一《～の上で》がアスペクト的五:一と交替

することがある。

《～に(前 置詞1-)～ を(直 接 目的語)教 える》 という構造を持っgallamでは、2重 のアスペ

クト的fi:一が見られる。

(38)wJfxxqxged陪m血gsygallan㎞ 司眠s

そ して 一長 座 るAP.SGMFLiDEF」 ハ ン マー ム の休 憩 所 教 え るIMPF3SGM】FA-DEF一 人 々

鈎 トwδ敵w・ 曲 誰[耳294】

FA・DEF。沐 浴 そ して 一DEF」礼 拝

「長 はハ ン マー ムの 休 憩 所 に座 って
,人 々 に沐浴 と礼 拝 を教 えて い る。 」

また,動 詞farkDSはつねに前置詞倣 ・を伴って 《～を探す》という意味で用いられる(39)魁

このqu・がアスペクト的fi:一と交代する場合がある(M姻S{嘘G噂1959:3081で も同様の例が挙

げられている)。

(39)嵐ClatSl:10:。ya:fedUISaro歯 血

探 すPERF.1SG～ の 上 で一ペ ンー1SGFA-DEF」 家 全 部

「私 は 自分 の ペ ン を家 中探 しまわ っ た
。 」
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(40)qa:勉ed曲fi:纐:ro:・

～ して い るSG」M探 す1MPF .ISGFA一 ペ ン

「わ た しは ペ ンを探 して い ます。 」

しか し,上 記 の例 を除 いて 前 置 詞 が アスペ ク ト的fi:一に変 わ る例 は,あ ま りな い よ うだ20。

7」5.イディオム的fi=・

動詞と組になって用いられるイディオム的丘:一とアスペクト的五:一との違いは,① 後者が完了形

とともには用いられないのに対 して,イ ディオム的丘一は完了形でも変わらずに現れること,②

否定形式が異なることである。例えば 前置詞丘一とペアで 《～に感嘆する》 という意味を表す

動詞Sag3abは,完 了形でも丘・が現れ(41),ま た未完了形でも通常通 り動詞文の否定が適用 され

る(42)。

(41)SKssljbi五:■1L

感 嘆 す るPERE.ISGM-3SG.M

「私 は 彼 に感 嘆 した
。 」

(42)嘘 一n謡a36db∫fi:4L

NE(}感 嘆 す るIMPEISG-NEC}FT-3SGM

「わ た しは彼 に 驚 か な い
。 」

さて,動 詞qa1《言 う》は 「qa1+丘。人+k㎞(kalma《 言葉》の複数形)」 で 《～について

否定的なことを言う,陰 ロをたた く》 という意味になるが(43),こ れにアスペクト的fi:・が用い

られると,イ ディオム的丘:一との共存が生じる。(堺)ではこれにさらに場所的五:一も加わってお

り,す なわち3種 のfi:一が同時に出現 していることになる。

(43)Stq血fi:-yrk㎞

あ な た 言 うPERF.2SGH-1SG言 葉

「あ なた はわ た しの 陰 ロを た た い た
。J

(44)tUmayCIU:1fi:一 翼fi』klamfdrqahwa.

彼 言 うIMPF3SGMH.1SGFA.言 葉FレD】 三F」喫 茶 店

「彼 は喫 茶 店 で わ た しの 陰 ロを 叩 い て い る
。 」

なお,(翼)は また動詞 とアスペク ト的丘:。との間に別要素が介入 している例のひ とつでもある

((33),(34)を参照)。

動詞趾㎞ は直接 目的語を取ると 《思い出させる》,イ ディオム的価:。を伴 うと 《～のことを

考える》 という意味になる。 したがって,未 完了形でfi:・が用いられている場合,ア スペクト的

20調 べ た限 りで は他 にlawura3Slec《 ～ を探 す 》 が あ るが ,ア スペ ク ト鰯:・の容 認 度 は 低 い よ うだ 。
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fi:・とイ デ ィオ ム 的fi:一の どち ら に も解釈 で き る こ とに な る(45)。 も っ とも,通 常 は文 脈 か ら推 測

で き る。

(45)nfakkxfi:-k

nMPF.1SG]剛 但A●2SG

「(イ ディオ ム 的丘一で 解 釈)わ た しは あ な たの こ とを考 え る。/(ア スペ ク ト的 五:・で 解 釈)わ

た しは あ なた に思 い出 させ て い る。 」

最後に,あ る構文ではイディオム的五:一とともに現れる要素魁 別の構文では直接目的語 とし

て現礼 アスペクト的丘一をとるという若干複雑な例を挙げる。

動詞蝋 《盗む》は 「隅+所 有者+丘 一モノ」で 《(所有者)か ら(モ ノ)を 盗む》 となる

が,こ れにアスペクト的丘・を適用すると(殉のように所有者に付 く。ただし,こ の場合,「 今

盗んでいる」 という解釈は不自然なものとなり,習 慣 として理解される。

(妬)㎞wa(dima)yosraqfi:-yafdl-flu's.

彼(い つ も)盗 むIMPF.3SGMFA.ISGFI.DEF一 金

「彼 は(い つ も)わ た しか ら金 を盗 ん で い る
。 」

しかしいっぽう 「sraq+1一所有者+モ ノー所有者」 《(所 有者)か ら(モ ノ)を 盗む》 という

構文もあり,そ の場合,ア スペクト的丘。が付 くのはモノのほうとなる(47)。

(47》㎞=隅 ■1-i:fi:口f量1】:s日i:.

彼 盗 むIMPE3SGM一 私 か らFA一 金 一1SG

「彼 は(い つ も)わ た しか ら金 を盗 ん で い る
。 」

8.ア スペク ト的fi=・の意味的特徴

アスペクト的五:一の意味に関 しては,す でに先行研究をもとに①行為の持続性(進 行性),②

行為の反復性,③ 行為の習慣性を表す と概観したカ㍉ 本節ではもう少 し詳 しく見てみたい。

だがその前に,前 節を踏まえて,ア スペクト的五:一について統語的には次のように定義する。

①常に未完了形 とのみ現れる。

②アスペクト的丘一が含まれる文の否定は通常の動詞文 とは異なり,名 詞文の否定

形式を取る。

すなわち,本 稿では上記の定義に合致するもののみアスペクト的丘・と見なし,そ れ以外のも
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のは以下の議論では扱わない21。

&1.動 詞の意味との関係

ここではアスペクト的fi:一と動詞の意味 との関係について検討する。

&1-1.継 続 相 と習 慣 相 を表 す 場 合

xzar《 ～ を見 る》,斡f《 ～ を見 る》,sma9《 ～ を聞 く》,Calbm《 ～ を教 え る》,yaff《 ～ に

怒 る》,㎜ 《～ を信 頼 す る》,蜘 《～ を信 頼 す る》 とい りた 持 雛 の あ る行 為,

hakk《 ～ を掻 く》,qa:1fi:+人kla:m《 ～ の 陰 口を 叩 く》,び 血bk《 ～ を 笑 わ せ る》,qlab《 騙

す 》 とい っ た,類 似 した 行 為 の 集 合 か らな る集 積 的 な 行為,倣 ㎞qκ 《～ を探 す 》,bna《 ～

を建 て る》,gabba:《 ～ を満 た す》,qaSisc《 ～ を横 切 る》 な どの 完 結 性 の あ る行 為(telic)は,

ア スペ ク ト的fi:一と と もに用 い られ る と,そ の行 為 が ま さ に行 われ て い る とい う継 続 相an(進

行 ・持 続)か,習 慣 相(Comric1976:27・128の 定 義 に従 うas)の どち らか を 表 す。

(48)xu:-ys!tU【zurfi:-ys?sa:q-i:tUsagw・antisa:k}t

兄 弟 一1SG見 るIMPF2SGFA・1SG足 一1SG痛 む ㎜3SGFそ して・あ な た 黙 るAP.SG.M

「お い!俺 を 見 て るか?俺 の 足 が 痛 む の に,あ ん た は 黙 って る。 」(継 続)

(49)㎜ 丘k鵬 戯 醐:・

見 るIMPE.1SGFA-2SG毎 日 通 るIMIF2SG～ か ら一こ こ

「君 が こ こ を通 るの を毎 日見 て い る。 」(習 慣)

(50)】tUwaqa{edyaqhi丘:一 翼

彼 ～ して い るAPSGM ,騙 すIMPF3SGMFA・1SG

「彼 は私 を騙 し続 け て い る
。 」(継 続)

(51)diコnahumayaCllobfi=・ys・.

い っ も 彼 騙 すIMPF3SGMFA-1SG

「彼 は いっ も私 を騙 す
。 」(習 慣)

2t例 え ば ,Ma劇sctGuiga(1959:3080)は 完 了形 とアス ペ ク ト的fi:。の 共 起 す る例 も含 め て い るが,筆 者 は

は チ ュニ ス方 言 に お け るそ う し た例 の 少 な さか ら,こ れ を別 の 現 象,も し くは アス ペ ク ト的fi:・の 非 常 に 周

辺 的 な 例 と して 理 解 す べ きだ と考 えて い る(な お,注16も 参 照 され た い)。 ま た,使 役 動 詞 に お け る被 使

役 者 に とって の動 作 対 象 標 識 と して用 い られ る 価:・も,こ こで の定 義 上 除 外 され る。

ma:・3ayygbt-ni:'ffi・1・kta:b「 あ な た は私 に そ の 本 を 持 って こ させ な か っ た 。 」

NEG・ 持 って こ させ るPERE.2SG・1SG・NEGF・DEF・ 本

M動 作 的動 詞 に つ い て い わ れ るの が 進 行 相(p負ogressive)
,さ ら に これ に状 態 動 詞 の 進 行 ・継 続 相 を含 め

た もの を継 続 相(continuous)と す るBybeeetal.(1994:126・127)の 定 義 に 従 う。 少 な く と もア ス ペ ク ト的fi=・

との 関 連 に お いて は,こ の2つ を 厳 密 に 区 別 す る必 要 は な い よ うに 思 わ れ る か らで あ る。

23[Habitu毫』s]deseribeasituationwhichischara(rteriSdcofanextendedperiOdoftime
,soextendedinfactthatthe

si㎞ 血onreferredtOisViewednotasanincidental餌}per電yofthemomentb叫p胴 診cigely」asacharncteristicfkature

ofawLolepcriod.(Comrie[1976:27・281)
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(52)tUmay(1alloq丘 一翼.

彼 悩 ます㎜3SGME《-1SG

「彼 は 私 を悩 ま して い る
。 」(継 続)

(53)tUNvakamyq幽qfi:-ya:.

彼 あ るPERF3SG.M悩 ますam3SGMEA・ISG

「彼 は 私 を悩 ま した もの だ
。 」(習 慣,文 脈 次 第 で は継 続)

(SC)qa:sed刺 「fi:・ha

～ して い るAP .SG.M怒 る㎜3SG.MFA,3SGF

「彼 は彼 女 に 怒 って い る
。 」(継 続)

(55)tUmadirmYYilfffi:-ha

彼 いつ も 怒 るIMPF3SGMFA-3SGF

「彼 は彼 女 に い つ も怒 って い る
。 」(習 慣)

(56)qa:gadnfarkas五:-stiro:.

～ して い るAP .SGM探 す】MPF3SGMEA.ペ ン

「私 はペ ン を探 して い る
。 」(継 続)

(57)hrwadi:may臨 五:-stUJ.i:(yiibbb

彼 い つ も 探 す㎜3SG、MFA一 財 布一1SG(～ した いIMI1F3SGM

ysxq-w!).

盗 むIMPF3SGM-3SGM

「彼 は い っ も私 の 財 布 を探 して い る(盗 む つ も りだ!)
。 」(習 慣)

(58)hurway6ayyal⊃f=⇔ 】』kuSlcsi:.

彼 料 理 す るma3SGMFA-DEF一 クス クス

「彼 は クス クス を料 理 して い る と ころ だ
。 」(継 続)

(59)di'mahumaytSayygbf⇔ 振k腿曲i:.

い つ も 彼 料 理 す る】MPF3SG.MFA-DEF・ クス クス

「彼 は い つ も クス クス を作 って い る
。 」(習 慣)

そ の 行 為 に完 結 性 が あ るか ど うか,っ ま りtelicかatelicかど うか は,ア ス ペ ク ト的fi:・との 関 連

に お い て は意 味 の違 い に あ ま り関与 して い な い よ うで あ る。

&1-2.反 復相 と習慣相を表す場合

瞬間的な行為や短時間で対象に変化を与える行為を表す動詞がアスペクト的五:一とともに用い

られると,そ の行為が現在反復 しているという反復相(Bybeeetal.1994:127の 定義に従 う24)

か,習 慣相かのどちらかを表す』

 24 Iterative describes an event that is repeated on a particular occasion . (Bybee et al. 1994: 127)
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(ω)t紡`aya6Ctab五:・yr.

父 叩 く㎜3SG」M】FA-1SG

「父 は私 を何 度 も殴 り続 け て い る
。 」(反 復)

(61)bgatbgadi:mayaδ 励fi:口 翼.

父 い つ も 叩 くIMPE3SG.MFA-1SG

「父 は いつ も私 を 殴 る
。J(習 慣)

(②1㎜ya亀aC五:囲:da

彼 驚 か すIMIF3SGMFA-(人 名)

「彼 は フ ァ リー ダ を何 度 もび っ く りさせ て い る。 」(反 復)

(63)hlLmadirmyat3agfi:iiUi:da.

彼 い つ も 驚 か す㎜3SGMFA・(人 名)

「彼 は い つ も フ ァ リー ダ を び っ く りさせ る。 」(習 慣)

(畠)q鱒Ody血qqf… ト1-bab.

～ して い るAP .SGM叩 くIMPF3SGMEA-DEF一 ドア

「彼 は ドア を ノ ッ ク して い る。 」(反 復)

(65)ku皿yu』nyduqqf… 》1-ba:b.

毎 日 叩 くIMPF3SG.MFA-DEF一 ドア

「毎 日彼 は ドア を ノ ッ クす る。 」(習 慣)

8一り一3.習慣相のみを表す場合

瞬間的な行為を表す動詞であっても習慣相以外は表しに くい場合がある。これは,そ の行為

が短時間に何度 も起 こるようなものではな く,反 復されるためにはある程度の時間の幅が必要

となるため,結 果 としてある行為をその時間の幅を特徴づけるもの として見なす習慣相

(Cumrie1976:27-28)と 変わらな くなってしまうからであると考えられる。例 えば 「ある特定

の人にお金を与える」という行為は,矢 継 ぎ早に反復されるというよりも,あ る程度の間隔を

もって繰 り返されることのほうが想定 しやすい。そのため 「何度も(反 復 して)お 金を与えて

いる」という反復的事態は一定の時間の幅の内部に位置づけられることとな り,「 ここのとこ

ろ習慣的にお金を与えている」 という一定の時間の幅における習慣的事態 とさほど変わらな く

なって しまうのである。

(66)qatgedya脳:fi:一 ㎞fi:-flu:&

～ して い るAP .SGM与 え るIMPF3SGMFA.3SGFEA.お 金

「彼 は(こ この と こ ろ)彼 女 にお 金 を与 えて い る
。 」(習 慣)

また,継 続や反復が想定 しにくい場合にも,習 慣相以外の解釈が取 られることはない。例え

ば,(殉 のような場合,「 彼が私のお金を私から(今,目 の前で)盗 みつっある」 というあ
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りそうにない継続相的解釈よりも習慣相で解釈されるのが普通である。

動作主の意志の関与については後に論 じる帆 行為そのもの(1qa《 見つける》)や 行為

の過程(sayyb《 手放す》)を 話者がコントロールできない場合にも,継 続相や反復相での解

釈は難 しいようだ。

(6のdi皿 囮1qαfel-flushu:ni:.

いつ も 見 つ け るIMPF.ISGFA・DEF一 金 こ こ

「私 は いつ も こ こで お 金 を 見 つ け る
。 」(習 慣)

(68)"qatgOdyalqa:fi:6ti:10:.
～ して い るAP .SGM見 つ け るIMPF3SGMFA一 ペ ン

「(非 文)彼 は今 ペ ン を見 っ け つ つ あ る
。 」

(69)y騨bfb・ddabtUza

手 放 すIMPF3SGMFA-DEF.瓶

「彼 は いつ も瓶 を手 か ら落 とす』 」(習 慣
。 彼 は瓶 を手 か ら落 と して い る,と い う継 続 相 の解

釈 は困 難)

&14.遅 延 ・誇張

8-1-2.と&1-3.で,瞬 間的な行為に関してはアスペクト的fi:一が用いられた場合に継続相で解釈

されることはないとしたが あえてそのように解釈する場合には,そ の行為が通常よ り長い時

間を掛けて行われているという遅延の印象,手 間取った り,も たもた したり,ぐ ずぐず してい

る印象を伴 う乃。

(ro)tUmaywaqqaffi:-k曲2重u乙

彼 停 め るIMM3SG.MFAPt3SGM

「彼 は車 を停 めて い る(も た もた して 停 車 す る印 象) 。 」(継 続)

(71)q葡6dy電bgd丘:'sttS-i:mm-makurbur.

～ して い るAP .SGM引 き出 すIMPF3SGMFA一 財 布 一3SGM～ か ら・ポ ケ ッ ト・3SGM

「彼 は ポケ ッ トか ら財 布 を取 り出 して い る(取 り出 す の に 手 間取 って い る 印象)
。 」(継 続)

(72)幽:五:-sttrS-ubO∬mpbO"wayya

隠 すIMPF3SGMFA・ 財 布 一3SGMゆ っ く り ゆ っ く り

「ゆ っ く りゆ っ くり彼 は財 布 を仕 舞 って い る
。 」(継 続)

aSCOhen
,D.(1963:216)は,モ ー リタ ニア の ハ ッサ ー ニ ーヤ 方 言 で は,v・(<ア スペ ク ト的fi:・)が 習慣,反

復 に加 えて 行 為 の 延 長(prolongationde1'aedon)を 表 す と述 べ て い る。 ま た,マ ル タ語 に は この ア ス ペ ク

ト的fi:一は存 在 しな い が,AqlUi1ina(1987:333)は 前 置 詞 刷こつ い て次 の よ うな用 法 も あ る と述 ぺ る。

WiUluscdaf㎞ ℃血v曲stooonvcy伽ideaofme曲9伽utor㎞P㎞gw汕&th.

26語 根KHRBか ら。
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このような遅延 という表現性から,さ らにその行為を大げさなもの として印象づける誇張的

な表現性が生まれる27。

(73)tUwaqa{edYumYU6cfi:一 ㎞

彼 ～ して い るAPSG.M噛 むIMFF.3SGMFA一 肉

「彼 は肉 を噛 んで い る(肉 が とて も固 くて噛 み切 れ な い,あ るい は肉 を ロ い っ ぱ い に頬 張 って

モ グモ グ して い る印 象)。 」(継 続)

(74)ana:qatsedribbll五:●ri:q-i:蜘 ・

私 ～ して い るAP.SGM湿 らす ㎜.1SGFA一 唾1SGそ れ だ け

「(自 分 の酒 豪 ぶ りを誇 示 して)俺 は 口 を湿 らせ て い る,そ れ だ け さ。 」(継 続)

(75)harrtヨbga95:-y駕nuxtFじb(fi:一 ㎞akbarminfUmm-Ok),

ほ れ 送 るIMPF2SGFA-1SG求 婚 す るIMPEISGFI・ 肉 大 き い ～ よ り ロー2SG

購1臥whoSbit,ni:佃baw舘 鉱t紺:9af「imtiank[II。115】

結 局 ほ れ 思 うPERF3SGF-ISG物 乞 い そ して 与 え るPERF3SGF-ISG20フ ラ ンク

「ほ れ(お 前 の た め に母 親 で あ る)私 が(お 前 の 口 よ り大 きな 肉 に[=身 分 違 い の 家柄 の 娘

に])求 婚 す る よ うに,お 前 は 私 を しつ こ く送 り出 して るが,結 局 は ほ 礼 彼 女(娘 の 母

親),私 を 物 乞 いだ と思 っ て,20フ ラ ンク くれ お っ た。 」(継 続)

&1-5.痛 みや痒みを表す動詞

アスペクト的五:一は,痛 みや痒みを表す動詞 とともに継続相でよ く用いられ る。

(76)】【『ayi:yaica1五:・ 翼.

頭 一1SG食 べ るIMPF3SG.M】FA-1SG

「頭 が 痒 い
。 」(継 続)

(77)9im-i:t血aq丘 一ya:.

目一1SG焼 け るIMP!F3SG.FFA-1SG

「目 が ヒ リ ヒ リ痛 い 。 」(継 続)

(78)FatS・i:yu3agfi:-ya.

頭.1SG痛 むIMPF3SGMFA・1SG

「頭 が 痛 い 。 」(継 続)

この痛みを表す動詞w3aCに ついて,ア スペクト的fi:一のつ くもの とないもの とでは次のような

違いがあるという。

27モ ロ ッ コ方 言 を扱 うHarrelletSobelman(1966:32)に は
,fi:・の 用 法 の ひ とつ と して 「過 剰 と持 続 を 意 味 す

る(todenoteexceseqpersistence)」 とあ る。 ま た,英 語 の 進 行 形 のernotiveな 用 法 も参 照 の こ と(Cornrie

1976:37)
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(79)"atS.i:dimayuミ3agfi:匿 翼.

頭 ・1SGい っ も 痛 む ㎜3SGMEA.1SG

「い つ も頭 が 痛 い(毎 回 あ る程 度 の長 さを持 った 痛 み が 習慣 的 に起 きる)
。 」(習 慣)

(80)π『as6i:⊂Iiコロロ匪塾 】ソ覧1ミpa9-ni:,

頭.1SGい つ も 痛 むIMPF3SGM・1SG'

「い つ も頭 が痛 い(瞬 間 的 な痛 み が習 慣 的 に起 き る)
。 」(習 慣)

vv3aSはそもそも瞬間的な痛みを表す動詞であると考えられるが,こ れにアスペク ト的fr一が使

われる場合には,他 の瞬間的な行為の動詞のように単なる習慣相ではな く,痛 みが起きる時間

の延長 とともに習慣相が表される点で特徴的である。

&16.ア スペク ト的fi:・と共起できない動詞

㎞bb《愛する》 といった状態動詞,あ るいは9taf《知る》,SUt《 知 り合いになる》,

um1《 止める》なニ ー度ある状態に達 したらその状態を取 り消すことがで きないような意

味を持つ動詞はアスペクト的fi:一と共起できないようである。

ただし,同 じ 《止める》でも,《 一時的に止める》が含意されるwaClqafiまアスペクト的fi:・を

伴 うことができる。

(81)yvvaClqaffi:蜘

止 め る㎜3SGMEへ 一タバ コ

「タバ コ を一 時 的 に止 め て い る
。 」(継 続)

(肌)bumaJibatftSalfrduxxam

ま た,動 詞xalla:に は 《～ に～ させ る,～ に～ す る こ とを許 す 》 とい う使 役 ・許 可 の意 味 と

《～ 残 す》 とい う通 常 の動 詞 的意 味 の2種 が あ るが,こ の うち使 役 ・許 可 的 意 味 で は ア スペ ク

ト的ff・。は使 え な い。

(83)91a∫b縣 曲:fi:・yrhu面:?

どう して 残 すIMPF2SGFA-1SGこ こ

「ど う して私 を こ こに 置 き去 りに した ま ます るの?
。 」(継 続)

(84)触 血:五:-ya:bOSm姻

～ させ るIMPF2SGFA.ISG～ す るた め に 寝 るIMPEISG

「(非 文)あ な た は私 を寝 か そ う と して い る」

&1-7.動 作主の意志の関与

8-1・3.で,行為そのものや,行 為の過程に話者の意志が反映できない場合に,継 続相や反復

一56一



ア ラビア語チ ュニ ス方言のアスペ ク トを表示す る前 置詞― その統語的特徴 と意味―

相では解釈 しにくくなることを指摘 したが これ以外にも,動 作主の意志がアスペクト的fr一の

意味に関与 していると見 られる例がある28。

(85)?k疑1hbaセ 釦びヒ哀bfi:-y藍.

車 殴 るam.3SG.FEへ 。1SG

交通事故の表現 として(85)が話者に とっておかしく感 じられるのは,こ れが 「車が私を礫い

ている」ではな く,あ たかも 「車が繰 り返 し私にぶつかっている」ような事態を意味 している

からである。すなわち,意 図 して害を与えようとしてぶっかっているという意志性が 「車が

私を礫 く」という事態の偶発性 にそぐわないといえる。

また,(16-a)の 例には 「本来ならばする必要もないのにわざわざ時間をかけて絨毯を巻いて

いる,ど うしてだろう」 という話者のいぶか しむ気持ちも加味されているという。これも,ア

スペクト的丘一が動作主の意志をより強 く表出するからであろう。

さらにflirm《理解する》はアスペクト的fi:一とともに用いることがで きるが,1人 称以外では

容認度が落ちるようである。これは,話 者が自分の意志では制御できない他者の認識活動 を表

現することに無理を感じているからかもしれない29。

(8(Damatng㎞fi:七

私 理 解 す る㎜.1SGFA-2SG

「わ た しは あな た を理 解 しつ っ あ る。 」

(8'7)?㎞Umaygfirm五:。k

彼 理 解 す るIMPF3SGMFA-2SG

S2.名 詞との関係

前節ではアスペクト的fi:一と動詞の意味との関係を見てきたが,こ の前置詞によって動詞と結

びつけられる名詞の性質や数がアスペクト的丘:構文の意味に影響 を与えることもある。例え

ば 動詞㎞ 《～を壊す》の場合,自 動車などのように時間をかけて壊すことができるもの

は継続相にすることができるが,コ ップのように一瞬で壊れ るものの場合 にはそうできない。

(88)qatgedy㎞rfi:・kathha

～ して い るAP .SGM壊 すIMPF3SG.MFA・ 車

「彼 は車 を壊 して い る。 」(継 続)

28Bybeeeta1 .(1994:136)で は進 行 相 にお け るactiveinvolvementofanagentが 指 摘 さ れて い る。

29な お ,進 行 中 の 出 来 事 を 話 者 が 目の 前 で 見 て い るか ど うか とい う事 態 の 事 実 性(factuality)が 関 与 して

い るか どうか につ いて は,は っ き り と した例 を得 る こ とが で き なか っ た。 た だ し,他 方 言 の 報 告(Holes

[1995:180-181】)を 見 る限 り,可 能 性 が な い とは い えな い。
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(89)「ykasser五:・ka:s.

壊 すIMIIF3SG、MEA・ ・コ ツ プ

「(非 文)コ ップ を割 って い る
。 」(継 続)

次の(9のでも,3人 称単数女性接辞が,言 語などを指すのではな く,人(こ の場合は 「彼

女」)を 意味する場合は継続相では表せない。これはもちろん,言 語などはその部分を忘れる

とい うこともありうるが,人 に関してはそのような事態は成 り立たないか らである。

(go)qat9謡d1wwfi=-ha

～ して い るAP .SGM忘 れ るIMPF3SGMFA・3SGF

「わ た しは それ(フ ラ ン ス語)を 少 しず っ忘 れて い る
。 」(継 続)

また,ア スペクト的fi:一の後の名詞が単数か複数かで文の意味が異なる場合がある。

(91)1!urvvayhammblfi:-fUli:3a

彼 運 ぶam.3SG,MFA・ 荷 物SG

「彼 は ひ とつ の 荷 物 を(苦 労 して)運 ぼ う と して い る
。 」(継 続)

(92)tUmaytmlfi:一 蝕h:3at

彼 運GStlMPE3SGMFA.荷 物PL

「彼 は た くさん の 荷 物 を次 々 と運 んで い る
。 」(継 続)

名詞の修飾語魁 アスペクト的五:一との共起に影響を与えることもある。(94)が非文 となるの

は,修 飾語のlkUl1/kamla《全部,丸 ごと》が,ア スペクト的fi:・の未完了性 と矛盾するか らであ

ろう。

(93)1awwa曲1丘 一Sqatlaku唖面:vvahd-i:.

今 食 べ るIM朋.ISGFA一 大 皿 クス クス ひ と りで 一1SG

「わ た しは 今 ひ と りで 大 皿 の ク ス クス を食 べ て い ま す」

(舛)mblfi:Sqecltal-kllSksi:lkullZkamla.

同 様 の 理 由か ら(95)も 非 文 とな るが,kta:b《 本 》 を複 数形 にす る と適 格 とな る。

(95)㌔ 禦'f-il・ka:bha:6a:lkull

(96)na{pa:f・il4ktUbba:dWnallcUl1

読 むIM?F.1SGFA・DEF・ 本PLこ れ ら 全 部

「わ た し
,こ れ らの本 を今 全 部 読 んで い る とこ ろ(乱 雑 に置 いて あ る本 を片 付 け よ う とす る人

に対 して,片 付 け な いで ほ しい とい うこ とを伝 え よ う とす る,と い う状 況 で)。 」
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これは,複 数形の㎞山を修飾する1㎞皿が一冊の本の全体性 よりも本の複数性を強調するよう

になったため,ア スペク ト的fi:一の未完了性に抵触しな くなったためであると考えられる。

なお,主 語が単数であるか複数であるかによって,文 意に影響が出る例 は今の ところ筆者の

資料にはない。

&3.ア スペク ト的fi:・の意味再考

上述のように,ア スペクト的五:・の意味は,① 継続相,② 習慣相,③ 反復相,④ 延長 と誇張の

4つ に分けることができる。

このうち④延長 と誇張は,① 継続相 と③反復相を前提 とした二次的な用法であ り,ア スペク

ト的丘:一の基本的な意味 とみなす ことはできない。

また,継 続相 と反復相の関係にっいて考えてみると,こ の違いはアスペクト的丘・固有の違い

というよりも,動 詞の性質(瞬 間的行為かどうか)に 基づ くものと考えられる。すなわち,継

続相 と反復相の違いは単に現れ方だけのものであり,ア スペクト的丘一としては本質的には同じ

意味か ら生まれたものとみなせ る(た だしこの 「同じ意味」がいかなるものなのかについては

本稿では論 じない)。 そこで,両 者を合わせたものを継続反復相 と呼ぶ ことに しよう。

すると,ア スペク ト的丘・の基本的な意味は纏続反復相 と習慣相の2っ のアスペク トにまとめ

ることがで きることになる。

そこで,次 に問題にすべきは,こ の両者のうちどちらがより根本的な意味か,と いうことで

ある。

すでに本稿で挙げた多 くの例で示されているように,ア スペクト的五:一が習慣相で用いられる

とき,そ のほ とん どがdira《 いつも》,㎞ 助wm《 毎日》などの習慣を表す副詞(句)と 共起

している。あるいは,(10)の ように存在の動詞の完了形 と副詞節(qbalma:nurqud「 寝 る前

に」)と で過去の習慣を表 しているかである(た だ し,文 脈次第で継続相 も習慣相も意味 しう

る(53)は除 く)。 そして,副 詞的要素なしに習慣相が表される場合は,そ もそも動詞の意味か

らして習慣相以外の解釈ができない場合に限られている(46,47,69)。

一方
,継 続反復相の場合はこれ とは異なる。能動分詞であるqa:gedが前に置かれる例は多い

ものの,そ れを上回る数がqa:gedも副詞的要素もなしでそのまま継続反復相を表 しうるのであ

る。

アスペクト的fi:構文におけるqatgadの役割にっいては別に考える必要があるにして も,少 な

くとも,継 続反復相 と習慣相を比べた場合,ア スペクト的丘:・構文においてもっとも基本的な意

味が継続 反復相であることは確かであろう。

すなわち,ア スペク ト的丘構 文 とは,そ もそも纏続反復相を表す形式であ り,こ の継続反復

相に必要に応 じて副詞句や副詞節が与えられることで習慣相 というアスペクトが生じていると
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考えられるのである30。

9.ア スペクト蜘:・の位置づけ

アスペクト的五:・の統語的 ・意味的な特徴をこれまで概観 してきたが,こ こではこれ らの諸特

徴を踏まえて,こ の前置詞がいかなる要素なのかについて考察する。

まず 意味的にはこのアスペクト的fi:・が動詞未完了形 に密接に関わることは明らかである

が それでもなお,こ の要素は動詞の付属要素であるというよりも,名 詞(句)に 接辞される

前置詞であると考えねばならない。 というのも,「7・3.動詞 との結びつき」で示 したとお り,

アスペクト的五:一と動詞の結びつきは,そ れ と名詞(句)と の結びつきよりも弱いか らである

(また,ア スペクト的丘・は単独で,つ まり名詞句を伴わずに用いられることはない)。

とはいえ,普 通の前置詞にはない特徴もある。それはまず動詞の直接 目的語に付 くというこ

とそのものであ り,さ らに他の前置詞とも限定的ではあるにしても交替 しうるという点であ

る。 これはアスペクト的五:・が通常の前置詞 とい う範疇を抜け出て,ア スペ クト標識 として独自

の特徴を有していることを示している。

このような脱範疇化は文法化のひとつの特徴をなしている(HqppcretTraugptt20Q3:107,Heine

etKllteva2un:2)。 文法化 とは,語 彙的な要素な り構成が文法的な機能を表示するものへ と変

化する現象を指 し(Hq胆etT㎎ 枕2003:】【V),そ の変化において,文 法化を被 りつつある

要素は,そ れが属 していた文法的範疇の統語的 ・形態的特徴を失 う脱範疇化を経ることが知 ら

れている31。この文法化 という観点が,普 通の前置詞としての意味や働きとは異なる働きをも

つアスペクト的五:一を理解する上で不可欠だ と考えられる。

ところ'e,dme(1976:8)は,ド イツ語の前置詞血とフィンラン ド語の部分格が進行相を表す

現象について触れている32。これらの現象を踏まえて,ア スペクト的fi:・と文法化を関連づける

上記の説に対 して,以 下のような2つ の反論を提示することも可能である。

(a)fi:一のアスペクト的用法もまた,ド イッ語 と同じように前置詞の機能のひ とつ として見なす

ことができるならば 文法化されたアスペクト的丘。という普通の前置詞 と違 う特別な範疇

をたてる必要はなくなるのではないか。

30(㎞e(1976:10S)に おい て は継続 相 か らの習 慣相 の 拡張 が,Bybeeetal(1994:158・159)に おい て は,継 続 相 と

反復 相 の それ ぞれ か らの 習慣 相 への 拡張 が 諭 じられて い る。

3iWhenafermundergoesgramrnaticaliZationffOmalexicaltOagrammaticalfo叫 _ittendstolos紬e

morphologicalandsyntacxicprqpertiesthatwouldit!entifyitasafullmemberofarnajorgrammaticalcategorystch

asnounorverb.(Hq隈retT㎎ 蹴2003:1(r7)

32こ の 点 に 関 して,日 本 言 語 学 会 第142回 口頭 発 表(熊 切2011a)に お い て,同 様 の 指摘 が あ っ た。 こ こに

感 謝 を 申 し上 げ る。
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(b)fi:一のアスペク ト的用法は,フ ィンランド語の部分格がそうであるように,そ れが導 く名詞

(句)の 部分のみが他動詞の影響を受けるという五:・の部分格的用法から生 じたと考えら

礼 厳密にいうとアスペクト表示形式とは認められないのではないか。

まず ③ について考えてみると,ア スペクト的丘:・は,進 行相 を表せる動詞が限られていると

いうドイツ語の前置詞血(C㎝ ゴc1976:8)と は異な り,多 くの他動詞で使われ,ま た限定的に

だが他の前置詞 とも交替 しうる。この点を考えると,こ のアスペクト的丘:一についてはやはり,

他の場所的五:一やイディオム的丘一とは異なるステータスの要素であるとみなすべきであろう。

また,⑤ については,確 かにアスペクト的丘一がその後に続 く名詞(句)の 部分性 を表示 して

いると見られる例が存在する(8-2.の 諸例を参照されたい)33。 しか し,そ れ以上に多 く存在

するのが,そ のような部分性が関与 していないと考えられる例である。例えば(50)《 騙す》

や(60)《殴る》,(62)《 びっくりさせる》の対象である人,あ るいは(5(り《探す》の対象である

ぺ若(70)《 停める》の対象である車などにおいては,部 分性を想定することは難 しいM。

そもそも,「4.ア スペクト的用法以外の前置詞丘:・の用法」に見たように通常の前置詞として

のfi:・には部分格的用法 と呼べるものがなく,そ れゆえ,場 所格的用法か ら部分格的用法が派生

し,そ こからアスペクト的且:。が生じた と考えるよりも,前 置詞五:一の場所的な意味から直接アス

ペクト的用法が生じた と考えるほうが自然である(ま た,た とえ前者の考え方が正 しい として

も,部 分格的用法からは習慣相や反復相の発生を説明できない)。

さらに,文 法化研究においても,行 為の継続相を表すアスペ クト標識が しばしば場所を表

す要素の文法化 した形式であることが指摘されており(B)dWctal1994:131,HeineetKincva

20α2:202-203,ま た日本語の 「～ している最中ノさなか」や 「～中」[「 仕事中J,「 建設中J

など]も 参考になる),こ れは,ア スペクト的fi:一を,場 所を表す前置詞fi:一が継続反復相のア

スペクト標識として文法化 した ものとみなす説を通言語的観点から補強す るものである。

そこで,次 の問題 となるのが,ど のような文法化の過程により,ア スペクト的五:一が,あ るい

はアスペクト的丘・構文が生 じたのか,と いうことであるが,こ れに関 しては稿を改めて議論す

ることとした㌧㌔

33な お、起点 を表 す前 置詞min・(定 冠詞 と関係詞 の前で はm。)《 ～か ら》 が直接 目的語 に付 いて部分 を表

す用 法があ る。

ka:nt可 をUbm●ot.ta:yha:6a=,atfi:r」

もし 飲むIMPE2SG～ か ら一DEF一お茶 この 飛 ぶ1MPE2SG

「もしこのお茶 をい くらか飲 めば
、君は空を飛ぶだろ う」

同様 の用 法は、現代標準 アラビア語等の文語に も見 られる(以 下の引用 における語釈 は筆者の もの)。

価 加1血 舎1pahrnt「 私 はコー ヒーをい くらか飲み ま した。」(新 妻2009:323)

飲 むPERF.1SG～ か ら挿 入母音一DEF・コー ヒー(属 格)

scた だ し,モ ロッコ方言で は他動 詞の 目的語の前 に現れ るfi:一が継続性 の他 にpartialnessをも表 す とい う

(Ha鯨e112004:209)。
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とはいえ,ひ とつだけ触れるべきは,こ のアスペクト的五:一の被っている文法化が,す でに完

了したものではな く,い ままさに進行中のものである,と いうことである3S。文法化における

このような過渡的様態こそが,こ のアスペクト的∬:。の現在の特徴 つまり原則的には自動詞に

は適用できないという制限36や,他 の前置詞 との限定的な交代に関わっていると考えられる。

10.結論 と課題

本稿では,ア ラビア語チュニス方言のアスペクトを表示する前置詞∬:一を取 り上げ その統語

的特徴 と意味的特徴を記述し論じた上で,こ のアスペクト的丘一がアスペクト標識として文法化

しつつある要素であると結論づけた。

このアスペクト的飯:一の統語的特徴のうちあるものは,そ れが単なる前置詞ではな く,ア スペ

3S先 行研究においては文法化の一般的な過程 として
,具 体的な語彙から接辞を経て屈折辞にいたるとい う変化

が指摘 されている(1b曲beeetal.1994:CO)。 とはいえ,前 置詞丘:・は,名 詞轍 《口(主 格形)》 に由来するとさ

れ(BI◎c㎞1908:333),す でに具体的な語黎が接辞になるという文法化を古典アラビア語の成立以前の

段階で経ている。ゆえに,あ くまで も憶測に過ぎない潮 もしか りにアスペク ト的fi:一力吟 後が この まま文法化

し続 けるならば,そ の変化 は接辞か ら動詞屈折辞へ と至るものになるか もしれない(も っとも,古 典ア ラビァ

語,現 代標準アラビア藷,近 隣の方言がチュニス方言に対 して持つ影響力を考慮すれば1そ うした変化が起 こ

る可能性 は非常 に低 い)。

36直 接 目的語を もたない自動詞文 において継続反復相 を表示す る場 合には2つ の手立てがあ りうる。ひ と

つはすでに述べ たように,自 動詞がイディオム として前置詞句補 部を取 る場合 には,こ の前 置詞 がアスペ

ク ト的fi:・と交代する(「74.他 の前置詞 と交替するアスペク ト的fi:一」)。 しか しながら,こ の交代 は非常に限

定的な もので,通 常 は自動詞文の継続反復相は能動分詞qa:ged(お よびその活用形)を 動詞の前に置 くことで

表示 される。継続相の例 としては(45)があ り,ま た次の例は反復相 の場合である。

1a:,ha:・ni:qa:C:dn3i:

NEGほ ら一1SG～ してい るAP.SG.M来 るMPRISG

「(「 ここしばら く君 をこの喫茶店で見 なかったぞ!」 とい う雷葉 に対 して)い や
,ご 覧の通 り,私 は来

っづけているよ」

また,他 動 詞文で も直接 目的語が明示 され ない場合,継 続 反復相 はやは り表示 されないが,そ の場合 に

も能動分詞q婿5d(お よびその活用形)が 用いられ る。

qa:cadnab㎡:u・ngalli:.
～ して いるAP .SG.M建 て るnPF.1SGそ して・高 くす るmPEISG

「私は建築 し高 くしてい る(=胸 算用 して いる)」

いっぽ う,習 慣相 についていえば,自 動詞文 と直接 目的語のない他動詞文 で これ を表示 する場合,未 完

了形 自体に習慣 を表 す用法が あるため,qatCOd(お よびその活用形)な しで も習慣相を表 しうる((4M鋤 の

例 も参照されたい)。

額:㎜3SGF鶉 ㎜3SGF聯 で梛 スーク鵠 をする㎜3SG調 艦 め一DEF一夕食

響 嶺 う㎜3SGF謙 蝿 】
「彼女 は市場 に売 りに行ってはタ食の買い物を し,羊 毛を仕入れる」

すなわち,こ の言語においては未完了形そのままで表される習慣相 と,ア スペク ト的行:・によって表 され る

習慣相 とい う2租 の習慣相 がある とい うことになる。 しか し,こ の両者の違いに付いては今の ところはっ

き りとした ことは分 か らない。
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クト標識として文法化 していると理解することで説明できるように思われる。例えば,完 了形

との共起不可はアスペクト標識 として五:一が完了というアスペ クトと相容れないためであ り,ま

た他の前置詞 との交替は,こ のアスペクト的fi:。の使用領域が拡大 しつつあるためと考えられ

る。

しか しなが ら,動 詞アスペクト標識が動詞でなく直接目的語に付 く前置詞によって表示され

るに至った経緯や,こ のアスペクト的五:・構文の否定形式が一般的な動詞文否定 と異なるという

例外的事象に関しては,ア スペクト標識としてのfi:一の意味機能か らだけでは説明できるもので

はなく,い かなる文法化の過程によってアスペクト的∬:構文が発生したのか という通時的観点

を踏まえたさらなる考察が必要である。

また,丘 ・のアスペ クト的用法が,こ の言語の他の動詞形(ア スペク ト的丘一のない未完了形,

完了形,能 動分詞)と どのような関係にあり,ア スペクト体系全体 としてどのような位置づ け

にあるか,あ るいはこの言語における動詞の法 とどのような関係にあるのかについて も本稿で

は触れられぬままであった。

そして,も うひとつ,古 典 アラビア語,現 代標準アラビア語,そ して各方言におけるアスペ

クト体系との比較もまた考察すべき重要な問題である。

特に,多 くのアラビア語方言で発達 している,未 完了形にアスペクト標識を接頭させて,継

続相や習慣相を表示する文法形式は,チ ュニス方言のfi:一のアスペク ト的用法 と重なりあう点が

大きく興味深い37。いわば,意 味的には同じ方向を向きつっも,統 語的には未完了形の前(接

頭辞)か 後(ア スペク ト的∬:一)かという点で反対方向に発達 したわけであ り,そ れぞれの発展

の成 り行きを究明することは,チ ュニス方言ばか りでな くアラビア語方言全体を理解する上で

も本質的な事柄を含んでいると考えられる。
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        Syntactic features and meaning 

of the aspectual preposition of an Arabic dialect of Tunis.

 Kumakiri  Taku

Keywords: Arabic, Dialect, Syntax, Aspect, Continuous, Habitual, Iterative, 

        Grammaticalization

Abstract 

It is a well-spread phenomenon in Arabic dialects of North Africa that the locative preposition fi:-
"in" introduces a direct object of transitive verbs

, expressing aspectual values such as continuous, 
iterative, and habitual. The author first describes syntactic features of this aspectual usage of the 

preposition in Tunisian Arabic, which is the one of the dialects that have developed this usage most. 
Further description of its meaning reveals that the iterativity of the aspectual fi:- correlates with the 

punctuality of verbs on the one hand, the continuity correlates with non-punctuality of verbs on the 
other, and that the most basic meaning of this usage is continuous-iterative rather than habitual. The 
author, examining the whole range of its usage, concludes that the aspectual preposition fi:- is in the 

process of grarnmaticalization toward an aspectual marker.

(く ま き り ・た く)
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